
仲間と共に学び合い､豊かに表現する子の育成
～学び合いを生み出す個人追究･全体追究の在tJ方～

本臭市立弾正小学校　教諭　高橋本意

1　研究主題の設定理由

(1)児童の実態

本校では,たくましい子の具現を教育目標にr生

きる力｣を育成することをめざし､日々の実践を

重ねている｡

素直で明るく仲間を思いやる姿がよく見られる

本校の児童kL新学習指導要嶺で重要視されるr豊

かな心｣ ｢健やかな体｣という面において十分満

足のいく段階にあると考えられる｡では､ ｢確か

な学力｣はどうか｡

昨年度担任した6年生の学級は､男女仲がよく､

様々な問題に対して話合いで解決していこうとす

る態度が､算数に限らずこれまでのあらゆる場面

で見られるようになってきた｡強いリーダーシッ

プをとるものがいるわけではなく､皆対等な関係

で意見を出し合える集団である｡また､分からな

いことを聞くことができたり.途中までの考えで

も挙手をして静合いに関わろうとしたりと､素直

で意欲的な集団である｡

昨年度の6年生の児童の算数の学習状況を把握

するために､以下の3つから児童理解を試みた｡
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①H 2 1年度4月全国学力状況説査r算数に関す

るアンケート｣佑栗より

算数に伸す魯アンケート
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①算数の勉強は好きだ.
②算数の勉強は大切だ｡
③算数の操業の内容はよ<分かる｡
④新しい開講に出合ったとき､それを軌1てみたい･

⑳解き方が分からないときは､あきらめずに方法を考える｡
⑥学習したことを､ふだんの生活の中で活用できないか考える.
⑦算数で学習したことは､将来､社会に出たときに役に立つ｡
⑧聞蓮を解くとき､もつと簡単に解く方法がないか考える｡
◎公式やきまりを習うときそのわけを理解するようにしている｡
⑳閲読の解き方や考え方が､分かるようにノートに書いている｡

児童は｢算数｣という教科に､必要性を強く感

じていることが分かる｡ ((参･(診)しかしそのわ

りには､好きだから学習をしているのではなく､

やらざるを得ない教科であるという固定観念があ

るように考えられる｡ ((9)また児童は､単純に

覚え込むのではなく｢なぜそうなるのか｣を考え

ることが大切にしようとしているが.自らよりよ

い方法を見付け出そうという能動的な考えではな

く､受動的な傾向であることが分かる｡ (⑨･⑤

･⑧)そして｢算数｣は必要ではあるが､普段の

生活と直結して関わっているとは考えず､教科書

の中の問題であり､生活に生かそうとは考えてい

ないことも分析できる｡

このアンケート結果より､内容的にも難しくな

った高学年の｢算数｣に楽しさや充実感を感じ､そ

の考え方を自分の身の回りの事象に当てはめた

り.学習した考えを使ってよりよい方法を見付け

出したりする｢活用する力｣が,本校の児童には

欠けていることが明らかとなった｡このr活用す

る力｣を身に付けるための指導計画の工夫や､教

材の開発が必要であると考える｡

②2 0年度県学習状況I調査結果より

下記のグラフの矢印があるものは､県平均を下

回っている問題(15間/25間中)である｡結

果を分析すると､この中でも大きく4つの問題点

が挙げられる｡

･問題点(9 【7表現処理】

小数点を扱う問題で､なぜ小数点をそこに付け

るのかという意味が理解できていない｡したがっ

て,計算と青葉をつなげながら考える意味理解が

必要であると考える｡
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た｡さらに､そのうち1 0人の児童が公式になる

式を立てて求めていた｡しかし､単位換算の問題

につまずく児童が多く､ 1 I-10dtという基礎･

基本が定着していないことが明らかとなった｡本

単元の学習を進めるにあたってLL'mとcmが混在

する問題や1m3-1000000cm3､.1 I -1000cm3

などの関係を体敦的な活動を通して十分に理解さ

せる必要があると考える｡

+売暮tB+

･開題点② 【1 0数学的な考え方】

小数倍の大きさの求め方を数直線を使って考え

る問題で､立式はできるのだが数直線の使い方や

よさを理解できていない｡したがって､数量関係

を青葉で表現する活動が必要であると考える｡

･問題点③ 【1 6数学的な考え方】

台形の面積の求め方を指定された方法で考える

問題で､既習を用いて瀬序よ<考えることができ

ていない｡したがって既習を活用し､多様な考え

方で問題を解く活動が必要であると考える｡
･問題点④ 【1 8数学的な考え方】

地図上の2つの公園の面積を比較し説明する問

題で､たくさんの数値の中から､立式に必要な数

値を正しく見出すことができない｡したがって､

必要な情報を自ら選び出し､立式する活動が必要

であると考える｡

③図形に関する事前調査より

今回は1学期の単元r体積｣で実践を就みた｡
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(単元指導計画は巻末染料参照)
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以上の3つの調査結果より､本校児童は算数に

関して｢身に付けた知識や技能を生活や学習に活

用する能力｣が十分身に付いていないことが明ら

かとなった｡そこで｢基礎的･基本的な知識･技

能｣の習得を確実に図るとともに､それをr活用

する場｣を位置付けた単元指導計画(前頁参照)

を作成することとした｡そこで新たな問題を解決

する楽しさを感得することで､児童は意欲的に学

び､ ｢確かな学力｣を獲得できると考える｡

I_?研究仮直]

(1)数量や図形を実感的にとらえ､考えを生み

出す算数的活動が位置付いた個人追究

(2)仲間と共に根拠を明らにしながら､筋道立

てて思考を深め,新たな性質や考え方を見

出す全体追究

上記の2つが1時間の中に位置付けば､児童は

主体的に仲間に関わり､共に学び合い､豊かに表

現し､.さらには獲得した知識･技能を積極的に活

用する子に育つだろう｡

匝二二耳究画
I 【研究内容1】

数量や図形を実感的にとらえ､

豊かに表現する健太追究の在り方

自分の考えを

@裏襟軸迂哀痛芳滋蓋活況灘髭脚
'I∴jr L議書

③或博吉.1　--､ ~　~-rt'甲廟廟
@敢t壱東商砥既望讃慧讃義強惑脚
発

【研究内容2】

仲間と共に根拠を明らかにしなから､肪道立

てて思考を深め､新たな性巽や考え方を見出す

金綜追究の在り方

漬鵬書漉薫

6-米艦欝軸蕃嵩萎綻節義蔭脚
指名

◎有用畦寒辞儀醜蔚穏好配群
でぎ姦芝随白海畠密至慧

来年度から新学習指導要観が実施される｡新学

習指導要衝の算数科の日掛ま.次のようにされて

いる｡

算数的活動を通して､数量や図形について

の基礎的･基本的な知按及び技能を身に付

け､日常の事象について見準しをもち.筋道

立てて考え.表現する能力を育てるとともに､

算数的活動の楽しさや数理的な処理のよさに

気付き､進んで生活や学習に活用しようとす

る態度を育てる｡

この目標を具現するためには r基礎的･基本的

な知識･技能｣の習得を確実に図るとともに･そ

れを活用させる場の設定を考えなくてはならな

い｡そのためには教科の特性を生かし.内容の系

統性を重視しつつ､学年間で内容の一部を重複さ

せながら､発達や学年の段階に応じた反復(スパ

イラル)による教育課程を編成する｡ - 【研究内

容1】

また､数学的な思考力･表現力にれが活用力

である)を高めるためには,算数的活動を一層充

実させる必要がある｡算数的活動を通して､数量

や図形について実感的に理解し､特に､言葉と式･

臥表､グラフなどを一体化させて､根拠を明ら

かにしながら尻逆立てて自分の考えを表現させる

場の設定こそ必要である｡ - 【研究内容2】

そのためにまず全体追究の場面では､互いに自

分の考えを獲得した知識･技能を遂使して発表し

吟味し合う指導の工夫が必要である｡個人追究で

もった自分の考えを表現することで､自分のよい

点に気付いたり誤りに気付いたD,する｡･また,様

々な考えを出し合うことにより､よりよい考えを

見つけだし､互いに学び合っていくことができる｡

次に, ｢獲得した知識や技能｣を活用させる個

別学習の場と内容の充実である｡問題作りや多数

の同席解決に挑戦させるなど､指導を工夫する必

要がある｡学び合いで兄い出したものを使って･

新たな問題を解決する楽しさを感得するならば･

児童は意欲的に学び､確かな学力を獲得していく

にもがいない｡

匝二二研究嚢垂]

研究実掛こ?いや草･与れまでに実践したきた

学年について述べることとする｡
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《棄践例1 : 6年生｢休積｣〉

【研究内容1 】

①自分ib-脚苦さ葡静溝肺耐庁
個人追究の際は一人一人が考えをもって取り組

めもよう､具体的に思考を深める活動を取り入れ

てきた｡具体的に思考を深める活動とは､考えの

よりどころとなったり､根拠となったりする大切

な考え方である｡ (下記の具体的な表現方法参撫)

･固く○臥テープ図､数直線､位の部屋.

対応表､グラフ-等)に表す｡

･異休的な操作や活動をする｡

･式や言葉に表す.

本単元r体積｣の問題場面を理解し､考えを進

めるためには､具体物の操作なしには児童にとっ

て抵抗が大きいと考えられる｡そこで.単元を通

して､具体物を操作したり､見取り図に考えを自

由にかき込んだりする活動を位置付ければ､立式

の根拠を筋道立てて説明し､具体的に思考を進め

られるようになると考える｡このように､図と式

と言葉とをつないで一体化させて考える活動を位

置付けることで､児童が主体的に考えをもつこと

ができるようにしたいと考えた｡

【研究内容1 】

②貞捧地蔵義読売満活脚
轟出轄

自分の考えを豊かに表現できるようにするため

に､ F学び方』の3つの手立ての定着を図った｡

1つ目の手だてはr自分らしく表現するために｣

と捷した､肯し方のマニュアルを教室の側面に掲

示し､どの時間も意識して発言ができるよう指導

した｡ (左下記参照)

4月､挙手をして許すことに梼蹟していた児童

も､児童同士のコミュニケーションの中から､新

しい見方･考阜方が見付かることを体験し･これ

を繰り返すことで少しずつコミュニケーションで

きるようになってきた｡現在では､ J嘗すノ-7

割以上の児童が､自分の考えがたとえ途中までで

も､挙手をして積極的に授業に関わろうとする姿

が見られる｡ r欝<J.-8割以上の児童が･話す

人の方に体を向けうなずきながら､さらにその中

でも4割の児童につぶやいて関わろうとしながら

聴く姿が見られる｡

2つ目の手だては､児童の発言を助けるアイテ

ムとして､括し始めをプレートにして黒板に位牽

付けたことである｡ ｢前の学習とちがって｣や｢前

に学習したことを使って｣などのプレートを準備

した｡ (下記参撫)

また大切な青葉やいつも使いたい青葉などもプ

レートにして､児童が意識して話せるようにした｡

本単元でも､既習学習との違いをとらえるのにと

ても有効であり､児童が主体的に課題づくりをし､

見通しをもって課題解決に入る姿が見られた｡

3つ目の手立ては､ r算数の学び方｣を身に付

けることである｡

r算数の学び方｣とは､以下q)ようである｡

○問題提示後､既習との速い等から児童の話

合いによって群居化すること｡

○借入追究時は.図と式と青葉を使ってノ-

トに自分の考えを書くこと｡

○全体追究時は.自分の考えを根拠を明らか
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にしながら､筋道立てて鼓すこと.

0全体追究時は､仲間の多様な考えを自分の

考えとの相違を見付けながら阿書取ること.

O r2同日｣で一般化を図り､速く･簡単･

正確･どんなときも官える､本時のねらい

に迫る大切な考え方を､児童の言葉でまと

めること｡

ちがらとこ=ろ
似ているところ
分かっているiニと
聞いていること

図　数直線　式　言葉

変わり方　他の方法

肋轍を(<花即妙帥すく或射る

同じところ
ちかうところ
速い　分かりやすい
簡単'いつでもいえる
もしγだったら

みつけた考えのよさを味わう

ていけるように援助した｡

この授業の流れを児童自身が理解し､見通しを

もって活動を進めることで.次の学習効果が表れ

た｡

･問題提示後､児童が既習との違いや､活用でき

る考え方を話し合いによって見付け出し,児童

自身の言葉で課題化することができやようにな

った｡

｣課題意識が高く,見通しをもって個人追究に入

り.自分なりの考えを､例え途中まででもプレ
ートを利用して説明しようとする主体的な姿が

見られるようになった｡
･全体追究では､多様な考えの中から速い､簡単､

正確､いつでもいえる方法を積極的に見つけ出

そうとする姿が増えてきた｡

葦飽仰讃樹rB

【研究内容1 】　　　､

惑戯蓋志雄鑑
部貞義国道比諾酎

ノートは意図的に思考の手立てとして活用しな

ければならない｡上記は､前単元｢分数のたし算

と引き算｣の児童のノートである｡

工夫したことは.見開き1ページに1時間の学

習内容をまとめたことで､板書と同じような配置

にし､後に見直しをするときに利用しやすくした｡

また.仲間に自分のノートを見せながら,考えを

説明するときに見やすいという利点もある｡ノー

トは､ 1時間の追究の足跡として､たとえ小さな

計算跡もしっかり残すように指導してきた｡

細兼営樹野参親Ij健
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【研究内容1 】

@政JLを衰由由仕官える輸叔真相苧由尭

単元導入時のrlcn3のい<つ分｣という考え方

は､単元を通して大切にしたい見方･考え方であ

るため､単元据導計画の導入部分の教材教具の開

発･工夫を試みた｡

導入の2時間でF体積は一辺が1mの立方体が

いくつ分かで数値化できるJという考え方を､児

童一人一人に確実に定着させるために.教材･教

具の工夫を試みた｡この考え方や､以下の算数的

活動が､自分の考えをもつことができるようにす

るための､手立てとなるととらえたからである｡

lA】 壷?ｩ^鋳�【C) 

3珊 ����

授業のはじめに比べるのは.下記のようなぴっ

たり重なる部分がある立体同士で､はみ出すこと

で大きいほうが分かるAとBの比枚. AとCの比

較をする｡しかし､重なる部分がないBとCでは､

比べる方法が簡単には見付からず､ ｢どちらのか

さが大きいか｣という発問に対しては.抵抗を感

じる児童も

いる｡そこ

で､今日の

学習ではっ

きりさせた

い事を問う

と､どちら

が大きいか

だけでな

く.理由を

つけるため

にrどれだけ分大きいか｣を言う必然性が生まれ､

児童の思いから殊塩化することができる｡

そこで､方眼入tJの立方体-.直方体それぞれを
一人一人に配IJ､余分な部分の大きさを自分なり

に工夫して比べさせる｡中には､表面積で考えて

しまったり､見えないところが数えられなかった

りと苦戦する児童が出てくると考えられる｡そこ

で､自分の考え

に自信がもてな

い児童への手立

てとして､立体

の中味に着日さ

せるために､ 1

cm3の立方体と

オアシス(吸水

スポンジ)の2

種頬を準備し

た｡

配布した方眼

入りの立体は､

中に一辺が1cmの立方体(1cm3)をつめること

ができるように箱の形に.した｡その数を数えるこ

とによって､ 2つの立体の大きさの違いを　rどち

らがどれだけ大きい｣と言えると考えた｡またオ

アシスは.下敷きなどでも簡単に切ることができ

るというメリットを生かし､児童自ら立方体に切

り分けることができると考えた｡線までは引けた

が､その先どう.したらよいのか分からなかったり､

見えない部分の立方体を数えることができなかっ

たりする児童にとって､この教材は自分の考えを

確かにする手立てになると考えた｡

このように. ｢かさ｣とは1辺が1mの立方体

(1cm3)で.空間を隙間なく埋め尽<している

ということを､実際にある舘の中に積み重ねたり､

切り分けて見えない部分を見付けたりする活動を

通して､理解できるよう単元指導計画の最初に位

置付けた.そして.縦×横に1cm3の立方体がい

くつ並び､さらに何段積まれているかを｢高さJ
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としてかけることで､その総数を計算から求め･

立方体や直方体のr体軌を求める公式を導き出

し､'理解させることができたと考える｡

この活動を通して身に付けたr体軌を求める

力が定着していれば､立体の形が複雑になっても､

rlm3のいくつ分｣という課畠解決の基になる

考えを.常にもち続けられると考えた｡本時の複

合立体の求積の学習で臥立体を分けたり付け加

えたりすることで.立方体や直方体の形に直し､

公式を使って求めるという数理的な処理のよさを

味わえると考える｡

華聯締脚畢

【研究内容2】

下京は第4時の板書計画(上)と本時の板書

(下)である｡

【大切にしたこと】

① r問題｣噸軌｢考えJ rまとめJ r練習問軌

の流れを明確にする｡

②学び合いが深まる順序でr考え｣を位置付ける･

③多様な考えの共通点.相違点を明確にする｡

第4時板書計画
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【研究内容2】

盛業轟醜醇
増毛

全体追究の際には.練り合いの場面を位置付け

られるよう､個人追究時の考えを把握した意図的

な指名や､ペア交流･グループ交流を生かした意

図的な指名を行っている｡どの考えを突き合わせ

ることで学び合いが深まるかを予測した交流･そ

の指名の臓序を大切にしていくことで､新たな見

方や考え方が体得できると考える｡

本時臥少数派だった【縦切L)法】 -多数派だ

った【横切り法】 -皆が気付き難かった【埋め込

み法】の塀で指名した｡ 【縦切り法】 【横切り法】

は見通しの時点で考えられ､答えが等しくなるこ

とから確かめの要素も含んでいる｡しかし, 3つ

目の【埋め込み法】では､思いつかなかった児童

にとって｢なるほどlJ r次は使ってみたいJ r速

いのはどっちかな?｣と,交流が進むにつれて自

分の考えをより深めることができた｡その後･共

通点に気付いた児童のrやり方は違うけど､どれ

も直方体に切ったり埋めたりすればできるんだ｣

という､本時のねらいに迫る発言を生み出すこと

ができた｡そして｢もう一問解いてみたい｣とい

【研究内容2】

薗専用樹魂麟嘩由恕由垣樹蟻
:嵩看官歯細東武だ慧

■

授業の終末に､児童がrやっぱりそうか｣Fどん

な問題もできそうだ｣rモ)つとやってみたいJとい

う思いをもつことこそ､私たちが庶う数理的なよ

さを味わう姿である｡しかし授業中に問題を｢つ

だけ取り扱っても.数理的なよさを味わえず,ま

た一般化を図ること旺できない｡そこで､ rl開

削で全体で追究して見付け出した大切な考え方

を､ †人一人が振り返り､さらに考えを深めたり

広めたL)することができるr2同日｣を位狂付け

る｡このように､ r問題1 ･ 21と学習過程を経る

ことで子どもたち一人一人に､確かな力として身

に付くと考えた｡

は三角柱を敵み合わせて直方体や立方体と見た

り､直方体の体積の半分が三角柱であると見たり

する発展的な内容も取り入れた｡実際に立体に触

ってみないと分からない児童が多いと予想し､あ

らかじめ準備した方眼入りの立体を触りながら活

動させた｡

以下は､その時の授業記録である｡

T:｢TJ rUJが終わった人は､ rOJとrKJ

にチャレンジしてみよう.

C5 :うわあ､斜めの所がある｡どうしよう-

T :模型を準備したので触って考えてもいい
いよ｡■

C6 :わかった∴こことここを合わせれば直方
･ ･体になるよ｡それが2個､できる!
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C7 :そうか｡こんな形でも合わせたりして直

方体にしさえすれば.計算できちやうね｡

C8 :もうどんな形がきてもできそうだ.

その後.より速い方法を選んで解いたり､三角

柾を合体させ直方体として見ることを発見したり

と､ ｢1問日｣で見付けた大切な考え方をr2同

日｣に活用する姿が,ほぼ全点の児童に見られた｡

このr2開削の撞示によって1時間中その興味

が途切れず.さらに難しい立体にチャレンジした

いという挑戦意欲を刺汲することとなり､学習意

欲を喚起し､解く喜びを味わわせることができた

と考える｡

全体追究の2問目は,このように1問だけでな

く. 2問目を解いて初めて､どんな問題でも使え

る方法を見付け出し､一般化することができると

考える｡

く1)成果

鼻元テスト臨魚傭合立件求帝)

dl tだ7[牡や

王1由AB

Ja分の遊んだ方縫

○上記は単元テストの複合立体求横開港の結果で

できた成果もあり. 2 0/2 3人が自分の選ん

だ方法で立式し､答えを導き出そうとしていた｡

中でも､授業で仲間と練り合った中で出会った

【埋め込み韓】の考え方に魅力を感じ､挑戦し

た児童が, 8人と全体の1/3を占めた｡ (こ

のうち正しく求めることができたのは6人)こ

れは､児童が仲間と共に考えるよさを味わい･

算数科の目標でもある｢進んで生活や学習に活

用しようとする｣姿であると考える｡
一方では. 1 /3の児童が立式はできるのに･

単純計算(かけ算･たし算･ひき算)でミスを

して､正しく答えを導き出せないという実態も

から､基礎的･基本的な知識･技能の習得を確

実に図ることの必要性も明らかとなった｡
- 【研究内容2-③】

○自分の考えを,教師に話して満足していた子ど

もたちにr仲間に分かってもらえる事が大切｣

と意識させたことで､黒板で琴明する児童はrこ

こまで分かりますか?｣と問うことを忘れず､

相手を意鼓しながら話している婆が見られるよ

うになった｡これがコミュニケ-シヨン能力の

第一歩と感じる｡　　　- 【研究内容1 -①】

○毎時間の課題化から一般化を図るまでの流れを

子どもたち自らが学び合いによって作り出せる

よう｢算数の学び方｣を明確にして指導を行った

ことから.児童の追究意欲が持続し,積極的に

コミュニケーションしようとする姿が増えた｡

- 【研究内容1 -②】

○具体的に思考を深めることができるよう､自分

なりの表現(図や言葉)を使って,ノートに分

か.りやすく考えを書き込み.式と言葉と操作を
一体化してとらえることができるようになっ

た｡見やすいノート作りをすることで,指をさ

しながら,自分の考えを筋道立てて相手に伝え

ることができるようになった｡
- 【研究内容ト⑳】

○数量を実感的に捉える教具の使用によ･D･つま
-　すきを解消し､見方･･考え方を定着させること

につながった｡　　　　- 【研究内容1 -㊨】

○自分の考えをもって全体追究に施む児童は･必

ず自分の考えを仲間の考えと比較し･よりよい

方法を見つけ出そうとするようになった｡

ぁる｡ r活用する力｣に焦点を当てて取り乱ん
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○児童自身が､算数を学ぶ有用性を美感している

からこそ､既習をr活用J Lながら新しい評題

に挑戦しようとする主体的な婆が見ら●れた｡算

数本来の楽しさや充実感を味わっている証拠で

あると考える｡　　　- 【研究内容2-③】

(2)課題

●子どもたちが1時間の中でr仲間と共に学び合

う姿｣は.毎回見られるわけではない｡そこで

全体追究で見つけ出した大切な見方･考え方

を､子どもたち自身でさらに深めることができ

るよう､ r問題2｣をさらに吟味して位置付け

ていきたい｡

●どの子も｢豊かに表現できる子｣になるよう､

個への措導･捷助を明確にし.指導計画や教材

教具の工夫･改善に努めたい｡

●基礎的･基本的な知識･技能の習得を榛東に図

る時間を確保したい｡

●今回は､教師が発展的な課題を与える学習であ

ったが.児童自ら課題を創造する学習へと質的

に高めていきたいと考える｡ただそのような場

合に､求横公式を教えるのではなく､既習事項

を駆使して取り組めるよう援助したい｡

～参考文献～

･新学習指導重商解説　算数嶺(文部科学省)
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巻末資料①
第1学年　き草堂文科学習指導案

日　時　平成18年11月20E日月)か排

球　所1年3組数重く低学年棟)
授業背　高構　　本意

1単元名　　｢ひきさん｣ (全11時間)

2　指導の立浅

く1)　単元について

1年生臥2 0までの数の意味について理解し､それを用いることができるようになってきてい

る｡また加法と河法については和が1 0以下の加法及びその逆の減法と･和が1 0より大きい教

になる加法の計算の仕方を学習してきている｡

この単元では､繰り下がりのある減法1. 0いくつから1位教を引く計算の仕方について自ら考え･

脱明ができるようにし､それを適切に使えるようにすることをねらいとしている･今国は･求残の

蟻面から導入し､場面をお括問詰にし､フロック操作をしなから湘は･沖々法を学習する｡また､
基礎･基本は､被減数を1 0といくつに分解し､ 1 0の補数と軒の合成･分解を使う考え方である｡

これ机2年生で学習する位取り記教法につながる大切な考え方といえる｡

ここで取り扱う加抽口法や減々法は､計算によって使いやすい方を使うのがよい｡そして･その思

考の過程を吉葉で表現させることで､被減数からの派教のとり方に違いがあることに気つかせる･

そこで.繰り下がりのある減法の理解を深めさせるために､フロックを用いた捷作活動をさせる･

己の操作を事かかりに､繰り下がりのある減法の解決のための思考の過程をフロックの凪で表現さ

せたり､式を使って税明させr=りする｡このことにより､児童の表現方法を具休物を用いた表現か
ら､図による表現､式による表現へと次第に高めていきたいと考えている｡

(2)　児童について

男手1 2名､女子1 2名､計24名の明るく､とても元気のよいクラスである｡遊びを取り入れ

た楽しい活動や.話形(括し方)が決まっているような活動などで臥白借を持って大変意欲的に
取り組むことができる｡

例えば｢3つのかすのけいさん｣の単元で次のような姿が見られた･ 3ロの計算との初めての出

会いでは､式を2つから1つにするよさを意見を交換する中で･児童たち自身で導き出すことがで
書rC.また何題を式化するのに､なぜ00井になるのかという括し合いによって皆が納得すること

ができた.これらのことからも､話し合いに自分の意見をもって参加することに楽しさを感じる児

童が多くなってきたことがわかる｡ ･自分は誰の意見に賛成机との意見に付け足L,なのかを明らか

にする吉葉から話し始めることで､同じ考えでもr同じです｡｣で終わってしまうことなく･続け

て発音できるようになってきた｡

しかし本質に迫る発言ができるのは､クラス会鼻という訳ではな<･限られた児童によってとい

ぅのか現状だ｡まr=､新しい活動や話し方が分からないときに臥芦別lさ<なったり･途中で不

筆になると｢分かりません｣と苦って終わうてしまったりと消極的な姿も見られる･
また､ 1学粕までに和や善が1 0までのrCL'舞とひき舞の計算の仕方を学んでいる｡現在も･カ
ードを使ってたし拝･ひき井を唱える宿題を推挽している｡習熟の善は激L,<･ひ寺井カード垂て

の害えを言い切るのに早い児童で1分かからない｡しかし一方で･手を使ってたし芹の蓄えを出す

児童も6人いる｡繰り下がりのひき芹ともなると･念頭操作だけでは十分理解できないと予想され

る.できるだけ具休物に立ち戻り､フロック操作を通して理解を深め･･･めざす芋どもの婆に少しず

つ近づけていきたいと考えている｡

(3)　研究主題に関わって

巨弧監霞萱匡∃
55学U.痢軌と井に学〝旨5声の歳好

′､虐ら脚30.脚甜L,棚わ脚す苛中rt

戯丁て書見脚さ抑5声-

【研究内容(1)】ねらいを明確にL^自らの学びを生み出す単元や単位時間の学習の在り方]

主体的な活動と臥子とも自らの課題や目標を明確にしなから､学習の対象に意欲的に関わって
いく中で進められるものであ&.時間臥精神的なゆとりを生かすことで､そうした活動に児童が
じっくりと取り組めるようにする必要がある｡一

字まで学習した見方や考え方から主件的に課題を見付け､詳記を解決していく学習過程を大切に

していくことが､ ｢自ら学ぶ力｣を育てることにつながると考えた｡この｢自ら学ぶ加を育てる

ために必要窄こと臥基礎的･革本的な知乱理臥技臥考え方?定着を図ることでああ基礎
･基本の確実な定着を図り､めざす手どもの姿に近づけるために､以下の3点に焦点を当て実践を

拭みることにした｡

①基礎基本の定着を回る学暫内容とねらいを明確にした単元指導計画の工夫

楽しさと充実感は､舞散の内容や方法の理解から得るべきものでああ教師から与えられて行

うだrTTはなく､児童自らの王刷りな活動によって､数量や固形についての学習内容が分かった

時､学ぶことの楽しさや喜びを感じられるものでああ王制匂な活動と臥自分で実膿に活動し
たり､体験したりして､算数を学習することである｡ ･さらに､ B々の生活の中で数量や図形につ

いて知識や技能を活用L,rCとき臥教室で学習したことが役に立ち､より一臥楽しさと充集感

を味わえることになる｡このように現実の生活と結び付けた学習活動を推挽することによって､

算数への関心や意欲が高まるとともに､基礎･基本が確矧こ定着していくと考えあ

そこで､児童自らが現題を見つけ､何題解決する活動を重視するとともに･ ,ゆとりのある学習

活動を計配し､児童自らやってみたい活動や体験的な活動を取り入れ子ともの創意･工夫が生
かされる学習展開と時間を確保することとした｡

本時は単元の第2時であり､ 1 3-9を取り上げも教科書ではこの1 3-9を･繰り下がり

ひきさんの学習の導入に位dl付けている机今回臥あえて1 3-5を導入に位置付けrL窯1

時の1 3-5で臥児童は繰り下がりのあるひき算を､初めて目の当たりにt^教え引きも含め

様々な考えが出ると予想される｡その中でも鋤は･油々法のこ通りの考えがあることに気づか

せ､一それそれのよさを淀める塊を仕組みたい.それ臥その学習をもとに第2時の本時･ 1 3-

9の計斧の仕方を=通りの方法で振作した上で､どちらの方法がより速く･より肺単に計算でき

るかという瀬加法のよさを､意見交流を通し,て児童の中から見付け出してほL^1という願いから

である｡

まrL第4時の1 3-4の計算の仕方を考える醇に臥減数机いさし憾字の場合臥沖々法の
よさを見つけ出せると考え.児童に自らよりよい計算の仕方を選ぶ力を身につけさせるように単

元を構成した.このように単元指朝憎を工夫したことで･ねらいが明確になり･本校の研究テ
ーマでもあ乱児童自らの学びが得られ練り合いの中から閑が解決されていく授業が展開で

きると考える｡ (別紙単元指導計画参照)

もうーつの設定理由として､本時の9という教に書目したLh 1 Oのかたまりを意放して操作

してきた児童にとって､ 9という弧あと1足すと1 0になるという特性をもった特別な数と
いえ乱例えば前単元r繰り上がりのあるだL,さん｣の学哲で臥児童は9ナ4の計算方法を考
える学習を通して.加数を分崩し､ 9に1足すことで1 0のかたまりができることを理解した

それは9+口のどんな場合でも使える大切な考え方として､児童自ら話し創畑中で見付け出す
ことができrL本時の轍9も､ 3と6に分けて赫々法で考えるより･ 1 0のかたまりから一度

に9を取って､残った1をばらに加える方机ロー9のどんな場合でも使える大切な考え方とし
て､児童の練り合いによって糊付けたいと考える｡そのために臥1 3-9の1閏で終わるこ
となく､一般化するための2聞自1 5-9に必ず取り組ませなければならなし㌔その上で9を一

度に取るよさを味わえる1時間にしたい.

②教材教具の開発及び工夫
本単元で臥r少し難し<なって､答えがすくにわからないひきさんもできるようになりたし㌔ ｣

という児童の臥1を引き出L^それを学ぶ楽しさへと高めたLt･その意欲を引き出すために･教

材教具の工夫を試みた｡
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前単元.たしさん～繰り上がりのあるたし算～の導入時から･

その間毘つくりをたまごのJiックを使用する壕面で投定してきた｡

繰り上がりのある加法の指導では､ 1 0の補軌こ春日させること

が大切である｡そこで､補FJこ巷目しやすいよう1 0個入り)でッ

クに入っている姿を目にすることが多いたまごを薮材として取り
上げた.この効果として､ 1 0のかたまりをつくる大切さに気付

き､学苦を進めることかできたといえる.
本単元も､引き続きたまごパックを使用し･ 1 0のかたまりと

いくつから､簡単に引けない軟をどこから取るのかを考えること

で､減加法･減々法に気つかせr=い.そして･たまごJマックを手

元に置いて操作する方法-プE)ツクに置き換えて操作する方法-

フロック操作を図に表す方法一式から計算の仕方を税明する方法

と､順を追って活動することにより.自分の考え方をより確かな

ものにできると考える｡

4+BでBに2thかしたと書の耳

③加法･減法の学習内容の系統を患粧しr=指導
r計算の仕方を考えよう｣と私たらはよく児童に抹瞳を与える｡その臥教師は児童がこの学

年のこの単元までLtとんをr軌やr計軌について学習してきたのかを把握しておく必要があ
るのでは劉l机また､この単元のこの1時間で学習L･,た内容机この先･との学年のどんな学
･筈に繋がっていくのかも明確に捉えた上で指導していく必要がある｡

今回臥加法･沌法の計即)仕方を明らかにするために･ r軌とr計算｣に分けて系統を描
き､その関わりについて捉えることが大切であると考えた｡ (国1参照)

(ア)敷

#.こついては､学年の発達で捉えるだけではなく数の範昏からも捉えられるようにする･例

ぇば､第1学年に臥rl OOまでのかす｣の学習が位置つけられている.ここで臥既習の
rl Oよりおおきいかず｣をもとに､十進数のしくみを学習する･しかし､この内容を計芹で

活用する環面は位置付けられていない｡それ臥第2学年の｢たし軌の学習になる｡このよ
ぅに､学年の発達だけで捉えるだけでなく･ ｢教の学習｣と｢酔夢の学割とのつながりに考

.3-

目して敬を捉えることによって､新たに学習する計算は･既筈のどのような見方をもとにして
いるのかを軟の内容と計昇の内容とのつながりから明らかにすることができる･

(イ)計井の仕方

計算の仕方を明ら訓こするということ臥r新しく学習した数の見方を既習の計算に帰毒さ

せること｣と見ることができる｡

図1r計算の仕方｣ 凭�ｩ�c(ｧyD�(+ﾘ+X蟐8,ﾈｧx�,X,ﾒ�

①数を単位のいくつ分とみて､1位数 などについての基本的な計算に帰宅 �3�ｳ#�,X枹3�.##�,ﾈ.h*H,�ﾒｸ,h*(*I>�/�#���%��Lr�,ﾈ*(*ﾘ,)Zｪ8,h-ﾘ,C2ｳ(,丿�^�+8+�,I9ｨ*h/�ﾕx爾�

させる計算 �,(*�.停�

②+進数のしくみから数を単位のい< つ分とみて､既雷の計算に帰着させ る計算 �3Rｳ#H,X,ﾒ�3X.##H,ﾈ.h*H,�(見�H/�#��ｯvﾈ*ﾘ,"�,c�ｯs�*ﾘ,*8,h-ﾘ,B���*｣2ｳ(�3�*｣RｳH,jB�

耽管の計算に坪等させる. 

③十進位取り紀教法に基づいて､位こ とに計辞し.10のまとまりことに繰 り上げる(下げる)計算(筆算) �3rｳ#�,X枹3X.##H,i:�+h.h*H,弍�4�,ﾈﾇh螽,�<����+8+�.定+�.ｨ/�Tﾘ螽,ﾈﾆ��/�､ﾓ�,IUﾈ+ZFﾄ�,ﾈ-ﾈ,b�-ﾈ.�+�,h,估ｨ.��8+�,H��ﾊ�/�ﾊ�,(*�.��ﾂ�

このように整理することによって､学習のねらいを明確にすることが亡き､実際の授葉では児

童一人一人の学習の様子に応じて､どこまで立ち戻った指導を行えばよいのかが明らかになり･

的確な指導ができるようになる｡

以上のことから､新しい内容を学瞥する際に臥それまでに学習してきr=ことを基にして･そ

れに積み重ね発展させる形で学碧を進めていく｡だからこそ･学習内管を明確化するということ
.臥単元闇の系統を意轍した指導をするということに繋がっていくと考える･

.月中由(幻】主体曲に土嚢Lh分の轡久喜もつ■人道求の在-｡五｣

①子供たちの思考を助け､教理のよさがわかる声軟的活動の工夫
平成1 0年に発表されr=新学習指導要領以来､算数科の目標について｢数量や固形について算

如嫡動を適して-｣としてr算数的藩軌の文書が自標の中に盛り込まれてきた･ r小学校学
習指導要領解脱算数縄｣の概括的な表現の中で･矧こ注目すべきことを4つあげてみる｡
(I)児童が旨的意紅をもって取り組む活動であること･

(2)あくまでも算数にかかわりのlぁる活動であること･

(3)芋や身体を使った作業的･体族的活動を主とすること･

(4)思考活動などの内助活動を主とするものも含まれていること･

この中で､今馴割こ大切にLlたいのが(3)を含む外的活動である･矧こ･ r教える活軌やr比

較する藩凱及びr脚したり構成しrCりする活軌の多い第1学年の算数科で臥とりわけ作
削匂･体即鳩軌か暦重視される.しかL,同時に･作鮒･休駿舶活動に目を奪われ過ぎては
時間ばかりかかり授業が進まない可能性がある｡ r=とえ･子ともが手や身体を使って喜々と珊
していr=としても､教師の指示によってやらされている活軌で臥もちろん芳郎嫡動とはいえ

ない｡その意味では､授業のねらいや教材の本矧こ迫る欝如鳩勤を仕組んでいく必要かある｡

そうLr=算数的活動を維続することによ?て･.基礎･基本が確実に定着していくと考え8･･本単元までに､計弁の仕方をフロック操作を通して学誓するの臥繰り上がりのないたしぎ瓜

繰り下がりのないひきさん､ 3つの数の計算･繰り上がりのあるだしさんの4つである｡この4

つの単元を通して､フロック刑0でひとまとまりになること･それ以外のフロックはばらとし
て右側に並べることを学習してきr=.これは位の部屋を蕎誠付ける大切な考え方である｡本単元

も､ 1 0のかrCまりとばらに分けてフロックを並べることで･減加法･減々法のよさを味わうこ

とができるのだろう｡

本単元で臥計算方法を考える段階において･ 1 0をくずさなければできないという見通しの

もとに､.具体物であるフロックを如1て･実WLこ手を動かしながら答えを求めてい<ような作業

的な活動を取り入れる｡その活動を通して･減加法･河々法のそれぞれの考え方を知り･結果を

求める事頻をつかめるように工夫していく｡計算の考え方が理解されて初めて･計声の手順が分

-4･

i

 

I

 

t

　

-

　

7

2



かる｡具体物を用いた活動の時間を十分に保押し.フロック操作と結び付けながら現明させ･そ
の児童の理解度に応じた指導･援助をしてい<ことで･計辞の仕方を身に付けさせたい｡

また､数理のよさを感じることができる算数的活動として､単元指導計画の中に･ひき声カー

ドの製作を取り入れた. (第6時)計算の仕組みを理解した上で.ひき貞カードを使ったゲーム

を行い､計算に習熟するよう構成した. (第7 ･ 8時) 1年生臥｢自分のものを作る｣ ｢自分で

作ったもので学習する｣ということに､とても興味や関心をもつ｡自分のカードを作るという活

動には､興味･ 8g･むをもたせるだけでなく･哩鰍)上州d)kt,弘の川か[･0桝の撫子

ら計算の確認をしてい<ことができるという長所を
もっている｡また､ r作る計画を立てるJという活動

の中には､計算の規則性を考えることが､ ｢作戦｣と

して捉えられ活動をより楽しいものにしていくこ
とができると考える｡さらに. r計斉しながらゲーム

窄していく｣という学習を仕組むこと臥見通しを
もつことができるため､児童にとっては､楽しみに
つながると考える｡自分でカード_を作っていくので､

自分をりの考え(児壬にとっては作戦)で活動を進

めていけることも.自力解決の基礎を作っていくた
めの有効な手立てであると考える.

②ノート指導と思考の流れが分かる1枚ノ-トの活用

①フロックをどのように動かして考えたかを色
や矢印を使って示す左側の部分

②フロックで動かしたことを式に表し､さくら
んぼを使いながら数の分解を示し､答えを導

書出す右上の部分

③今日の大切な考え方を残していく石下の部分
1年生に自分の考えを配線させるのは､作業

的にも時間助にも難しいことではあるが､フE)
ックを動かすだけで終わっていたと書よりも.
前時の活動を鮮明に覚えていrCり､自分の考え

をより確かな卓のとして発表につなげていった

りする児童が増えてきた｡また.仲織との交流
の際も､仲間の意見を蘭いせ自分の意見との相

違をはっきり捉えることができるし､今までの

算教科ではノートはあたりま
えのように使われる机意盟約
にノートを思考の手立てとして

活用しなければならない｡ノー
ト指導は､児童にそのEjの学習
の振り返りの社会を与えるもの
であり､教師にとってもその手

をどう育てるかを考える棟会を

捷供して<れるものといえる.
学年の発達段階に応じてでは
あるがおよそ､今白の学習雄藩
として括且とされたこと､自分
なりに考えだこと､わかったこ
と､そして感じたよさがはっき
りわかるように､自分でノート
に取れるようにすることが必要

@@　4g-臓物臓物鎗

園
･考えてわかったこと.でき

たこと.先付いたこと

･まだ.はっきりしないこと.

迷っていること

･よだちの考え方､弗gE苛P

いてわかったこと.血bLた
こと

.その深井以前の自分と､さ

白の捜兼でのe分とを比べて

とう変わったZpという■a

園
･ ■軌の昔乱せ､茨などを

使って､由分の書見を■<.

･交流の&ノート衣料用し

て.自分の弓えを乃ホする..

･ ikiIすると書E:i自分で分

かるノートつ<りをするt

･新しい脚を&決すると車

に.以軒に書いたノート季利
用する.

となる｡具体的には石上の図2のようである｡

ノ-卜指導の基本臥噸り返り｣とrその貯め｣と考える･特に･終末時の手とも白身によ
る握り遣りは､自分自身の不時の学習での学びを整理しrCり･投棄に河する自分の取り組みを配

録として残し､その後の学習への坪居着紺をつなげる大切な自己評価の機会にもなる･その拝顔

意矧に対しての教師の励ましは.次時への遭tZIな方向付けになる｡また･次の授業設計に生かせ

るものとなる｡

それを鵡ま見て､ 1年生なりにノートが1時間の中で位置付いていくようにr3つのかずのけ
いさん｣の単元から､フロック操作だけでなく1枚ノートを活用を試みrC｡ノートの内訳は下の

ようである｡

.5.

学習の足跡を残すという玩点からも､ ･授業中は机の胤こノートを携えるので･今までの自分の考

えをいつでも振り返ることができ､これもまた､主休的な活動を支える1つのアイテムといえる｡

フロックのように..動きが見えないものを記録に残すということ臥教師側から見ても机間指

導の僻利点がある.より速くその児童の考えを把過し､適切な助書ができる｡本時も2種類の考
え方を素早く把適し.交流の場面で生かすことができ‥次に述べる｢研究内容(3)の仲間と意見

を交流し～｣にもつながり､自分の考えと比べながら仲向の考えを蘭ける大切な定規になると言

える｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-

◎数の分解･合成にrさくらんぼ.Iのキーウード
r3つのかずのけいさん｣の学習では､繰り上がり. ･繰り下

がりの計算の素地的指導として､ 3つの数の中にある1 0に暮

白できるようにする必要があると考えた.フロック良作を式に
表す僻､ 1 0のかたまりをより意識させるrCめに､ ｢さくらんぼ

(1 0の分解)｣とrぎゃ<さくらんぼ(1 0の合成)｣を取り

入れた.この単元は､･ 1 2-2-4や2+8-3など.右密の

ように1 0を作りやすい学習が設定されている｡児童にとって
は手順が少々複雑で.初めのうちはとまどう様子も見られた｡
しかし､坤習問題を繰り返す中でrどこに1 0のかたまりがあ

るか｣ rなにを1 0とばらにわけrCの机が徐々に式のなかにさ

くらんぼとして位置ついてきた｡

次の単元｢繰り上がりのたしさん｣では9+4から入る｡
9+1 +3と考えれば､既習の学習がいかせることになる｡そ

こで､この'4を1と3に分解するからrさくらんぼ｣を嘩って

今度臥エ9ゑ班ゑ長盛品数4の分解を行うことを新しく学晋
した｡

今画の1 3-9でも､瀬加法は1 3を1 0と3に分けて考え

ることになる｡全島の児童机フロック操作を式化することは
妊しいが､式での脱明をBzEみる児童に臥ぜひrさくらんぼ｣

を書きながら考え方を話せるよう助言したい｡

【研究内容(3)】仲間と意見を交流し､新たを見方･考え方 感じ方を生み出す全休交流の在り方

①交流Lrc<なる芳教の授業
自分の考えをもちに､仲間と積極的に交況することを通して､よりよい考えを得ようとする｡
これが授業の本質だと言える｡クラス全休で個々の考えを交流したり･その考えを砧旅すること

によってクラス会負かより軌l次元の解決が得られる､そんな授業を展開t.,たいと考える｡特に

.6●
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全休交流では､全体で多様な考え
を出し合い､その妥当性や､相違

性､共通性を見つけたりし在がら､
お互いの考えを共有したり､より
よい考え､表現に練り上げていく
ことが大切である.多様な解決方

法を追求することによって､自分
の気付かなかった考え方を知った

り､自分の考え方や見方を豊かに
したり.よりよい考え方や解決方
法を求めていこうとする態度を育
てていくことに繋がっていくと考
える.

そこで､ 1年生なりの交流を発

達段階を踏まえて､恩3のように
二年間(低学年)という長いスパ
ンでめざす姿として例示した｡算
数の授業に限らず.全てのベース

としてまず互いにコミュ=ケ-シをとれるようにさせることを集一に考えた･

大切なこととして3つ取り上げてみる｡

0聴書手の表現力 :話す側のみ在らず､それを聴く側の表現力も身に付けさせる.r話す人の方を見て聴く｣ 

などのしつけ的な部分も含め.段階を追って指導する. 

0比べて聴こうとする態度 仲間の意見を全てrいいです｣と受け容れるのではなく､自分の考えと比較してr～が 

違う｣と見ることができる目を養う. 

○代わって括そうとする態度.- 仲間の意兎が伝わらないとき.子とも同士で｢こういうことだよJにう苦いr=かっだん 

だよ:Jと補い合える芳恩気を作り上げる. 

算数の投棄の中でもコミュニケーション能力の育成をめざしながら学びを深めていくr=めに､- ｢共有｣の学習族兄や到達目標のある単元構成や､個々の思いや考えに｢違い｣があったり.既 

鷲とのr違い｣があっr=りする壌面構成も考えていく必要があると考える･

②交流を楽しむ (広遵立てて､相手に伝える)ためのアイテム

児童自ら交流の場を楽しむために､自分の
考えをわかりやすく相手に伝える必要がある.

その助けになるものが教室に位巷付いている
ことは､児童にとって心強いものといえる.

本単元までに｢話し方J ｢聴き方｣の指導とし

て､話し方のマ=ユ.;T7>ルを掲示し､ 4月から

戸数の時間だけでなく普段の撰集でも. r話し

始め｣を意識させる指導を続けてきた.仲間
につなげて話すことを意織させたrOOさん
に似ていて-J r00さんと遣う意見ですが-｣

などである｡ (右記参照)同じ意見でも一人の

恵晃で終わることなく､自分も同じなんだと
いう意思表示をハンドサインを使って示すこ

監うな脈
■-●■1--一一･･■ ■一■■■■■■■■-

-rQ0さんとEていで叫

とにより.自分も授業に参加しているという満足感を得られると考える｡

まr=:算数の時間にlま算那偶語を使って話せる子を育てるr=めの工夫として･静し始めのプ

レートなどを黒板に準蕪L/た. rまえのペんきょうとちがって｣ほえにペんきようしたことを
.7-

つかってJ rフロックでかんかえると｣ ｢はや<てかんたんなのは｣などである｡前単元rたし

さん｣では.このプレートを使って既菅との違いを捉え､児童の話し合いの中から課題を設定す
ることもできた｡字母の授業でも､ ｢ひく鞍が前の5から9という大きな数字にかわつr=J rい
っぺんに取ると違いから【たすひくほう】がよいのではないか｣など､児童の青葉から引き出し･
一人ひとりが主体的に関わっていけるように.交流の境を憲函的に投定LrCいと考える･

そんな全体交流臥自分の考えと仲間の考えとの相違を辞め､相違の背景にある本質を児竃の

練り合いによって等書出せるか苔かで､本時の価値が決まる大切な活動である｡

【研究内容(4)】新たな見方･考え方･感じ方を確かめたり発展させたり味わったりする終末の在り

①付けたい力の定着度を明確にしたり､一人一人の伸びを捉える評価の工夫

授業の毎時間ことに4横点全てについて評価を行うのは.難しいことである｡そこで､各時間
のねらいに照らし合わせて. 1 -2観点を重点的に評価する観点として投定することとし･それ

を指導計画の中に位置付けrLそれと同時に､ある観点についての各児童の状況机指導を進め

るにつれて畢続的に変化し育っていく様子を捉えるのも重きである｡そのような点に宅配虎して･

観点別評価については各時間ことの陀録をとり､次時を迎えることを徹底した｡そして･ねらい
に到達することができ恥l児童のつまずきを予想し.評価規準に到達するための手立てを教師が

しっかりもった上で授業に臨み､個に応じたよりきめ細かな指導を心かけている｡

②発展的在学雷と補充的な学習の位鑑付け

授業の縄兼には､今日学習しrC rよさJを味わわせrcい. r次も吐えそう｣ ｢もっとやってみ

たい｣などの声が児童から純けることが理想である.そこで､そんな声を引き出すr=めに引年
生という発達段階で臥教師が考え方を統合･発展させたり･児葺の1時間の成長を位置付けた
りすることも考慮しておきたい｡

.また､ 1時間の中に発展的な閲歴･補充的な問題を毎B)取り入れるのは時聞的にも難しいと思

われる｡しかし､基礎･基本か定着していない児童が多く､個人差も大きいという同観点も襲っ
ている｡そこで.単元末に1クラスを2つの習熟度Sll集団に編成し､コーナー学習を取り入れる

ことで､よりきめ細かな指導ができると考えた.基礎･基本をもう一度後輩する【ぱっちりコー

ス】臥この時同が終わった時には｢こたえが1 0より大書<ても.もうばっちりだよ｣と書え

るようにし､ 【チャレンジコース】は発展な開放を扱いたい.自己診断テストから､教師の助言

は受けるものの.自分の意志でコースを決め.抹箆をもって蕗むこと臥児童にとって･･学ぶ蕪
しさを味わえるのではないだろうか｡

3　授業を輸ていr=だ<観点

･既習の1 3-5で学習した減加法･減々法の考え方を生かし. 1 0から9をまとめて取る

方が早いということをつかむことができた机

･ 1枚ノートにフロック操作やさくらんぼを描くことによって･ 9をどこから引いたかとい

う自分の考えを確訓こすることに有効であった机

･拓し方のマニュアルやプレート臥自分の考えを比較して聴こうとする態度や仲間の考え

を代わって書おうとする懸崖を育て､全件女流の場では減加法のよさを練り合うことがで
きたか｡
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巻末資料②
3　夷JI

⊂第4学年の実践例①1
1単元名　　｢ 2けたでわる計算｣ (全14時間)

2　指導の立浅

く1)　単元について

子どもたち臥除法について3年生で乗法九九を1回用いて商を求める計算や･ 4年生に

なってから(2. 3位数) ÷ (1位数)の計臥何十でわる計掛こついて学習を進めてきた｡

しかし､乗法を形式的に計算できても､側芽の各段階の意味を執明することができない場合

が多い｡p従って､この単元では､計井の手順だけを形式的に指導するのではなく･計井の方

法や各段階での意味をこれまでに学習した除法の計算などを基に考えたり･確認したりする
ことを丁寧に指等した｡

これまでに子どもたちは､除法が用いられる具体的な場面として･包含除と等分除を学習

してきている｡包含除は､ある数量がもう一方の数量のいくつ分であるかを求める騒合で･

黒味Q).考えに基づく除法というこ'ともできるqもう一つは､ある数量を等分したときにでき

る一つ分の大きさを求める浪合で等分除である｡例えば､ 1 2個のあめを3個ずつに分ける

のが包含除の場面であり､ 1 2個のあめを3人に等しく分けるのが等分除の場面である｡

除数が1位数であったときの単元の斗入札等分除の間E場面であった｡これは･除数が
･1桁なので⑳玉などを使って考える静合､容易に換作できるからである｡しかし､本単元は

2桁の数だけ分けなければならないので⑳玉などを操作するのに時間がかかる｡よって本単

元の導入には､ひとかたま｡の数は多くても分ける数が少ない方が操作しやすいので･包含

除の開脚面を取り扱っている.また､除款を既習の3-10-20と少げっ大きくして

いくことで､児童が少し妊しい除法にも興味を示し･抵抗を感じることなく裸軌こ迫れるこ

とも期待して限定した｡

第3時からは､除数が何十だけに留まらず､あらゆる2位敦でわる計井ができるようにす

ることをねらいとしている｡･そしてこの単元未には､基数の除法について･計井の方法や手

順などをまとめることになる｡そこで毎時臥授業のねらいや教材の本町こ迫.る井数的特赦

を仕組み､ (2. 3位放) 千 (2位放)の計井Q?仕方を(2r 3位数) ÷ (1位数)の計昇

の仕方､除法の意味や除数を概敦でみることなど既習の学習を手がかりに･考え出そうとす

る姿をめざしたい｡そして､軒数が増えても同じように計算机でいけばよいという新たな

見方･考え方･感じ方ができる子を育てたいと考えた｡

単元の導入部分で臥r何十でわるわ｡軌から指斗していく｡この計算が･次時の除那ミ

2桁の除法の宰算で､仮商をたでるときの商の見当付けをする軌こ必劃こなってくる｡その

後､必ず行うたしかめ井は､除凱被除数商､あまりの防係をまとめ8-上で大切な基礎･

基本となる｡

ここで大切にしたい数学的な考え方は以下の通りである一

位ごとに分けて､上の位から順にわっていけばよい｡

除数を何十とみて商の見当をつけ･仮商を修正していけばよい｡

(2, 3位数) ÷ (2位欽)の輩井臥基本的な既習の隼井の伊方を基にすればよい｡

これらの考え方を一人一人により確かな力として身につけさせるために､
本単元にあたっ

て以下のことを大切にした｡

①既習との違いを明らかにし､既習内容を使いながら解決していく学習過程を位置付ける｡

②考えたことが､正しいかどうかを常にあまりの大きさに着目して･杜かめていく｡

⑨学習を進めながら､筆算の手順を自分たちで見付け･活用していく活動を位置付ける｡

本時は､問題1で54 3÷62の除数を60と概数でみて､仮商9がたつが･過大商であ

ることに気付き､商をひとつ小さくする｡その後･修正した商で計算し･あまりが除数より

小さいことを掩瓢し､たしかめ昇を行う｡この一連の締れを筋道立てて辞せるよう･単元を

通して書き込みながら芦で作ってきた【わり昇の輩算の手順早見表】をもとに･指導してき

た｡

前時までに(2位数) ÷ (2位数)の筆算で･除数を何十と見て商の見当をつけ･仮帝を

たでて計算し､その掛こあった修正(過大商であればひとつ小さく･過小商であればひとつ

大きくする方法)を学習してきた｡本時はわられる教が3位数になるが､既習のように除数

を概数と見て､仮商を立て､仮帝の修正をしていけば(2位勤÷ (2位#)と同じように

できると考えていく学習である｡既習を生かして税明しようと+.る姿を価値付け･全件追究

の学び合う姿に繋がるような意図的指名にも配慮した｡

口の棒グラフ【数学的な考え別のグラフからは､絹■JQ)子どもたちが輩井の仕方やその

理由を､数荘農やテープ図を使って既習を劃こ考えることができていると分析できる｡しか

し､国の(知織･理別の棒グラフからは･ 2割の子どもたちが半券はできるのにわり井自

体の意味理解に欠けているという分析ができる.

児童が掛こよく間違えた問題を検証すると･ r次のわり罪の商は､何の位からたちますか｡J

という商のたつ任せを問う閉屈であった.閏月を捷示されたときに･すぐにはどの位置に商

がたつのか分からず､隼井を行って初めて放課するという児童の姿も見られた･これは･本

時にも直接関わる基礎･基本の大切な考え方で･商を見当付け引こは欠かすことのできない

力となる｡単元を通して､商のたつ位置を意地させながら･本単元は進めていきたいと考え

ている｡もうひとつ間違いが多かった閏月は･たしかめ芽をカッコ埋めで行う閑居である｡

鞍除数､除臥臥あまりの関係をしっかり理解し･常にたしかめ井を行うくせを付けてい
かねばならない｡

本単元はこの分析結果を生かして､掛こ除数を何十と見て商を見当付け･その後どの位に

住商をたてるかを一人一人が税明できることと･自分の答えのたしかめ葬を確実に行うこと▲

の2つの時間を確保し､毎時間位置付けた｡

(3)　研究玉東に関わって

帆は(1)】主件的に追究し､自分の考えをもつ名人追究の在り方

①草えを生み出すための活動

亀時間新たに学習するわり算の輩算の手順を･ 【わり井の隼井の手順早見費目図表6)

としそ､単元を通して子どもたちと一緒に作っていった｡また･教皇にも同じものを掲示す

ることで､単元の見通しをもって活動を進めることができると考えた｡本時は被除故が前時

までの2位数から3位数になっているが､これまでに皆で作ってきた【わり算の輔0?手順

早見刺をもとに考えていけばよいという見通しをもち･一人一人が自分の鯛として主体

的に追究していくことができると考えた｡本時子どもたちは･この早見表を手元にもって個

人追究に入り､分からなくなると早見表に立ち返り､措きしながら順を追う姿が見られた｡

(2)　児童について

1学期に､本単元の考え方の基礎･基本

になるrわり算の筆削を学習した｡この単

元では除数を1位数に限り､筆算形式を理

解する単元である｡その単元の理解度を3
つの観点に分けて右の棒グラフに示した｡

Jdの棒グラフから､子どもたちは繰り返

し閉居を解くことIC l表現･処理】能力は

ケアレスミスを除くとほぼ完壁に近く､ rた

でてJl-rかけTJJrひいてJーrおろすjの~

連の流れを正しく行い､除数が1位数の李

斯ま確実に計井できると分析できる｡また
t
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手順に沿って進めることで､筋道立てて考えを深め

ていくことができたといえる｡

②つまずきに対する教師の指導･援助
本時子どもたちは､深慮牧定の前に除数を何十と

見て仮商を立てれば､ 2位数のときと同じように箪

昇で計算できるのではないかという見通しをもって

個人追究に入る.その後､仮商を立ててから｢除数×

仮軌をすると被除数より大きくなり､既習を生かせ

ずこの時点で停滞する子が現れると予測される.そ

こでこげ子どもたちを集め､掲示や早見表を使って
-一斉指導し､ rひけない時はひとつ小さくするJとい

う既習を確乾し､自力解決できるよう助青した｡こ

の指導によって､問題2ではその子どもたちが進ん

で早見表を利用して､ ｢あまりの方が大きいときは～｣

と考える姿が見られたので､この早見表の価値を理

解していると音える｡

自分の考えと比べ､足りないところを締った

り､適う考えとの共通点を見付けたりするこ

とができるように指導してきた.

しかし話し方を知らなければ､子どもたち

が自借をもって自分の考えを話したり.わか

りやすい青菜を選んで相手に伝えたりするこ

とできない｡そこで【自分らしく表現しよう】

の掲示(右図参照)を掲げ.算数の時間だけ

でなく普段の授業でも､ ｢話し始め｣を意放し

て話す指導を続けてきた｡仲間につなげて話

すことを意織させたrOOさんに似ていて～｣
rOOさんと違う意見ですが～｣などである｡

同じ意見でも一人の意見で終わることなく､

付け足して自分の青菜で百舌せるよう指導して

③

右図は､本単元2時間目の子どもの

ノ⊥トである｡左上に【問題】その下

に【自分の考え】右上に【聞損2 (柿

間題目その後､まとめと練習閲歴を
･春く.見開き1ページに1時間の学習

内容をまとめ､板音と同じような配置

にすることで､後に見直しをするとき

に利用レやすいように考えている｡

今日の学習院題と.Lて話題とされた

こと､自分なりに考えたこと､わかっ

たこと.そして感じたよさがはっきり

わかるように､ 1時間の振り返りも毎

時間残している｡右は子どもたちに示

している在り返りのマニュアルで､現

在ではrはじめはあまり2と思ってい

たけど､ 00さんがこの2は10の2

つ分と数えてくれたので分かった｡次

の時間からは使えそうだ｡ Jというよ

うな振り返りが書けるようになった｡

【相場(2)】仲間と意見を交流し､新たな見方･考え方･感じ方を生み出す全体追究の在り方

①仲間を尊重しr= r話し方Jやr聴き方1

4月当初から全体追究の際､仲間同士の意見を突き合わせ､練り上げていく学習の姿をめ

ざしてきた｡そのために､自分の考えた結果を発表するだけではなく､仲間に自分の考えを

投げかtlr私はこう考えたけれどみんなはどうですか?｣という話し方ができるよう指導して

きた｡また醍明しながら枝幸をすることが､相手を意放した話し方であることを伝え･ rこ

こまでは分かりますか｣などの話し方ができた子を艶めながら･交流の仕方を学習してきた｡

さらにその説明を聴き､自分のノートにとる姿も見られるようになった｡聴き方としても･

きた｡

算数の時間には算数的用腎を使って話せる子を育てるための工夫として.辞し始めのプレ
ートなどを黒掛こ位置付けた｡欄の学習とちがってj r鰍こ学習したことを使ってJ r絵や

図で考えると｣ ｢つなげて考えると｣などである｡また､単元を通して大切にしたい｢数学

的な見ib･･考え方｣につながる官業などのプレートも準備した｡既習単元のrわり井の輩軌

ではrたてて｣｢かけてJ｢ひいてJrおろす｣､ ｢小軌ではr0. 1のいくつ分｣などがそれである｡

②考えを深めたり広めたりするr問薩｣の在り方

問題1では､佐轟を9と考えて計算すると被除数より大きく

なり､仮商を修正してひとつ小さくし､ 8を立てて筆芽をする｡

(過大商)閉居2①では､仮商を6と考え計井すると､あまり

が除数より大きくなるので､仮商を修正してひとつ大きくし､

7を立てて筆算を行う閉居である｡ (過小商)つまり､･閉居1

と反対に商を大きくしていく問題2①を出すことで､仮商をど

ちらかに修正していけばよいという理解が深まっていく｡

そして今回､問題2の②と

して鍍示するのは､前々時に

学習した､ 2回修正のあるわ

り算の筆算である｡前回は(2

位数) ÷ (2位数)であった

が､ (3位数) ÷ (2位数)

になっても同じように過小商

の場合は､あまりの数を見て､除数より小さくなるまで仮商を1ずつ小さくしていけばよい

と考えることで思考はより深まる｡さらに被蝉の桁数が増えても同じように考えればよい

と､思考を広めていくこともできる｡このように子どもたちは､閉居2によって問題1だけ

では見付けることができない新たな見方･考え.b'･感じ方を体得できると考えている｡

③手ともによる学びきいのための教師の指導･援助

個人追究でも使用した早見表札ペア交流の際も､仲間に筋道立てて釈明する冬めの大切

なアイテムとして活用できる｡手順通り括すのはもちろん･仲間の意見を確かめながら聴く

ように助言した｡わり算の輩算の手順を表にして明確にすることで.聴き手を意沸した緒し

方ができ､学び合う姿が生まれると考える｡また､全体追究の場でも･手順を意放して辞し

た子の発音を価値付けることとした｡

)
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r体積｣単元指導計画 

関心.意欲.態度 ��Hｧy4�,椅ﾈ*i_ｲ�表現.処理 �&ﾘ�騫ﾘ���

･身の回りにあるものの体 唳%�肩,h,�.��X*ｸ+8/�.�,b�･体積の単位を知り､それ 唳�ﾉ��,ﾈｧx県&6�:7&ﾓ:2�

横に関心をもち､進んで �,�+X,Izy_ｹ�ﾊI+ﾉ_ｹ�ﾈ,ﾂ�を用いて体積を表すこと �*ｩ�8+X*ﾘｭ�-ⅹzy_ｹ�ﾈ,ﾂ�
それらの体積を謁べたり ��ﾉ�ﾉ��,ﾈｸ�-�ｸ.(ﾏh�/�ﾖﾂ�ができる. ���-ﾙm�,Xﾕﾉ�ﾈ+8.ｨ+ﾙzy�ﾂ�
比べたりしようとする. �*h.�+�,h*ｨ,X*ｸ.停�･直方体や立方体の体積を �,ﾉ�ﾉ��/�ｸ�-�+ﾘ.芥*�.��
･面積と同じように､立体 唳Z�ﾘy�ﾘﾆ�,ﾉ�ﾉ��,ﾚI+ﾉ_ｲ�求める方法を求穣公式と ��X*ｸ+8,ﾉ�ﾉ��/�ﾞﾈ,�+ﾘ.��

図形の特報にういても､ ��ﾈ.)zy_ｹ�ﾈ,兒ｨｨH+X+ﾘ.��してまとめ､-実際の場で �,X*ｸ.停�
学位の大きさを決めると､ 竸(,�+ﾘ.�+X,Hﾖﾈ*h.�,jB�適用することができる. �ｨｷ���,ﾈﾏh�,ﾒ�+ﾘ,JH��B�
そのいくつ分として教睦 偃胃ｸ.h*ﾘｸ�-�.�+�,h*ｨ,R�･測定する対象に応じて畢 �.�+8,ﾉ+x+8*｣�6ﾘ,ﾉzy_ｲ�
化できるよさに気付き､ �*ｸ.�+�,h,亢8,(*ﾒ��位を選んで体積を求める ��ﾈ*ｩ¥�-Hｻ8/�Hﾇhｽｨ,Xｸ��
それを活用しようとする. 凾ｱとができる. I �-�,H*(.�+�,h/�Uﾈ+X,H*"�.�+�,h*ｩ��k�,X*ｸ.停�S�Sﾓ����6ﾓ:C�ﾓ3ﾓ��������6ﾓ8,ﾈｭhﾅx/�yﾘ��+X,H*(.��

本時のねらい 偃X,逢x�>�vR�儷ﾘ廁ｴｸ���指導.援皿 ��

①.㊨ ����亊i�2闕9w粳�I7��｢�全員に実物大の正体を ��(問題〕 ���r�*｢��+��ﾘ+b��ｸ,R�*ｲ��H��+�+r�,h/���ﾈ,ﾂ�/�w��

【直方体と立方体 の体積】 ��粭%�8,ﾉzy�ﾈ,ﾈ*�+9NH-x/�+X.h*B����6ﾓ8,ﾉ��-ﾙm�/�諄,�,B�ﾆ�/�ﾞﾈ,�+ﾘ.蟹zy�ﾈ/��:�+i�X*ｸ+8,兒ｨｨH+X+ﾒ�配り､自己解決に入れ るようにする.必要に よっては1辺が1m)の 
【A】【B】【C】 投 

直方体と立方体のか ����(��ﾘ+X���.�+X,JH�9w�4�,�ｹ���,偃h.��x-ﾚH齷Zｨ,ﾈﾖﾂ�立方体を使えるコーナ ーを準備しておく｡ 
さ比べをする弄数的 ����
活動を通して､単位 の大きさのいくつ分 として数値化すれば 劍*h/�(xｭH,佩ｨ.�+X,h/��,ｨ+X,JIzy�ﾈ,��X+X-��+�,h*ｨ,X*ｸ.停��仆8ｧy4�,椅ﾈ*i_ｸ�｢�【C-B】 1cmのマス目の入つr= 立体で考えさせたり. 実際に切ることができ る立体(オアシス)香 使って分封した憤激を 数えて課蕗を解決させ る. 【B-A】 立方体や直方休以外の いろいろな形について 等積変形して､1辺が 1cmの立方体のいくつ 

よいことに気付き､ ����,d"ﾄ�,d8,ﾙvX更,儂H-x.�+��
それぞれの力ヽさを比 �,X*ｸ.�4ｴ(,d8,ﾘｬ�%�,儂H-x.x.ｨ,��
ベる方法を理解し体 積の学位｢cn3｣を理 解する. �,h,亢9WH*ﾒ��

く課題)BとCのかさの比べ方を考え.I �1辺が1cmの立方体の 
どちらがどれだけ大書いかをはつ 刹x横を学位としてその 
きりさせよう. 凾｢くつ分で考えること ができる. 【表現.処理】 

2.積み木などで同じ形を作ったり､ 大きさに分割したりして考えること きそうなことを見通す.- 3使った積み木を比べるとどれだけ 

● いかがはっきり分かる方法だと知り �1qnaの立方体を組み合 兒ｨ,hﾊ�.x.ｨ.�.h*H,�+r�.停��價ﾙ5x�ｨ����]8*｣�6ﾘ,ﾉzy_ｹ�ﾈ,ﾂ���-ﾙm�/��(ﾌ(諄,�,JB��&6ﾓ8,ﾉzy�ﾈ/�*(.ｸ*"�.ｸ,鞍�,YUﾈ+YNH-x,H-ﾒ�.停�

~表す方法を考える. 41辺が1cmの立方休の体棟を単位 凾墲ｹて直方体と立方体 の体棟を表し比べるこ 

I ると便利なことが分かる.かさのこ -｢体積｣といい､1辺が-仰の立方 体横を-cn3と言うことを知り､それ いて体確を奏すことができる lほとめ}L,壬T;a'.i慧誓監藍､. 5.線等問題を解く 6,自己評価 凾ﾆができる. 

⑳ 【直方体と立方体 の体積】 直方体の体積を計算 竸h�ﾇﾉTｨﾟ猛��駘ｩ��,ﾈｧx�,iNH-u�ﾂ���仆8ｧy4�,椅ﾈ*i_ｸ�｢��]8*｣�6ﾘ,ﾉzy_ｹ�ﾈ,ﾂ��ﾉ��/�ｧx肩,h+X,JH+ﾒ�,B陏�靼(+8,ﾉ+x+8/��諄,�,JH+ｸ,ﾈ*(*ﾘ,)Z｢�,�,�.�*�/�ﾇi�H,Xｸ�-��【C-B】 ��

で求める算数的活動 を通して､1cm3がい くつ積まれているか �*ﾘ攣�ｙ+ﾉ_ｹ�ﾈ,ﾉ�ﾉ��,ﾉ�ﾈ*ﾘ,B�ｬ�%�,Y�8ｦﾘ,虻�-�ｸ/�ﾖﾈ*h.h*B��白褫��.兩ｹd�/�ﾖﾈ箞.�+�,h*｢�,X*ｸ.停���&ﾘ�自yﾘ���｢�+ﾘ,B陏�靼(+8,ﾉ]8,ﾂ�+x+8/�*�*�,H.h*(.ﾘ*��*ｩZｨ*�.停�実際に､1辺が1cmの 立方体の積み木を直方 体の形に積み上げ.個 

紘,だて×横×高さ で求められることに �"�+ﾉ_ｹ�ﾈ,ﾉ�ﾉ��/�ﾇh螽,Xｸ�-�.兩ｹd�/�ﾖﾂ�刹ｳを教える計算方法を 順に作る活動を通して､ める 

気付き､体積を一求め る公式として活用す ることができる. �*h.��8�綛�紊ﾓc��緜��2�+ﾉ_ｹ�ﾈ.)zy_ｹ�ﾈ,ﾈｸ�-�ｸ/�ﾏh�,��-�.停�+ﾉ_ｹ�ﾈ,ﾉ�ﾉ��+�,H�陏��靼(+2�zy_ｹ�ﾈ��,ﾈｷ���自]8�闔ｩ]8�簫�B�*(.ｸ*(.ｸ,鞍�,ﾉ+ﾉ_ｹ�ﾈ.)zy_ｹ�ﾈ,ﾂ�/�Hﾏh�/�ｨ駅�+X,H��*ﾒ��R飩ﾙ5yn)Oｩ�"�cna まと 追 体積 ヽ 早 直方体の体積を求 公式を導き出す. lB-A] いろいろな形の直方体 や立方休の体積を公式 自分たらで作った直方 体の体積を､公式を用 いて求める. 

《まとめ》体積を求める公式を使えば 直方体や立方体の体積を､速く髄 に正確に求めることができる_ 

6.自己評価. 
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本時のねらい 偃X,逢x�>�vR�儷ﾘ廁ｴｸ��ﾈ轌;�陂x��

@本時 ��ｹn(ｿ��ﾉ��,ﾈ.h*H,へ童噸ﾙJ停粳�������Hｧy4�,椅ﾈ*i_ｸ�｢�*(*ﾘ,(*�,ﾉ+ﾉ_ｹ�ﾈ,兒｢�*�+ﾘ.蟹hH-�,I+ﾉ_ｹ�ﾂ�【C-B】 面積の学習と比頓しな から､直方体なら体積 を計算から求めること ができるという既習学 習を想起させる.複合 立体を直方体として考 えられるよう切り分け たり､付け加えたりす る方法に気つかせるた めに､立体模型を使っ て操作させる. 
【直方体と立方体 の体積】 複合立体の体積を求 凛y�ﾈ,ﾉ�ﾉ��/�ｸ�-��.h*F縒粐鞴�?�ｳ3ﾓｳｳ｣｣ｲ粤ﾓ�篥ｧ�ﾓｲx+�+�ﾂ罐｣ｴｧ峰謄ｨ恵�てppLr :モ<1 

1,ji至芸g孟写譜莞諾.欝暮雲鮮夢JT8- 

める算数的活動を通 �,ﾈﾆ�,X,ﾘ,�*(+�,h/�ｦﾘ*�-�.���
して､複合立体の体 積を求めるには､直 方体や立方体の形に �"ﾉlｩ��,ﾈｧx�,iNH-x.��ｲ�

く課題)複雑で公式にあてはまらな ��
切り分けたり､欠損 部分を埋めたりして､ 公式が使える形にし �*)zy�ﾈ,ﾉ�ﾉ��,ﾈｸ�-�ｸ/�ﾖﾈ*h.h*B��

3∴手段による見通しをもつ○ 
てえよいこ- �(,(,ﾉ+ﾈ,綿,H5��ﾂ�凵yB-A】 

に気付き､体積を求 冑H-�,I+ﾉ_ｹ�ﾈ,�+X+ｸ+�*�.x処*ﾙ_ｹd���,�+X+ﾘ.�+X,Hｷ���/�ｸ��
めることができる.○ 釘韭兒ｨ,�.�,ﾈｸ�-�ｸ/�ﾖﾈ*h.停��-�.佰h�/�諄,�,IZ�ﾘr�三角控が含まれる場合 は2つ合わせると直方 

ex横切り(下)(4+6)X(7-3)X8=320 剽ｧ体の体積を求めるこ 

(上)4X3X8=96 (合わせて)320+96=416AL_ghni 凾ﾆができる○ ��ﾈ,�,�.�+�,h/�zy�ﾉlﾒ�ﾅ�,�,x/�諄,�,Hｴ9WH*停�

ex.埋めろ(大日4+6)X7X8=560 (tJt)6X3X8=144 (引いて)560-144=416AL血 5,全捧交流で､との考え方も直方体に直 して公式を侍っていることを碍かめる○ 劍+�.停�

【発展】アルファベット �,ﾉ�ﾉ��/�ｸ�-�.h*B��Vﾆｲ簫��

《喜皇軍凱霞戸漂完讐霊喜崇轡 剪�

6,練習.降旗を解く. T字型.U字型.0字型.K字型 7,自己評価 

■⑤ 【直方体の高さと 体積の変わり万】 ������Hｧy4�,椅ﾈ*i_ｸ�｢�¥�ｸ.)�陌�,ﾈｴｹ�Y�ｸ/�B��.)Uﾈ,儷ﾈ+X,Ik隕ﾘ,��+X.h*H,hﾖﾈ*h+ﾘ.���ﾘ"��:�+i�X*ｸ+8,ﾉJ�/�*(*ﾒ�,(*冽��8+ZI��-ﾘ�,ｲ�,H*(*ﾘ�ｩlｨ/�ﾊ�+唏ﾘ"�+8,i�ﾉ��,ﾉ¥�.ﾘ.雲ｸ,��

直方体のたてと横の 長さが一定のときの､ 劍�"�+8*ｩ�ﾘ*h.�,jI:�+hｨB�ﾘx,Y�ﾉ��*ｩ�ﾘ*h,H*(*ﾒ�亊i��*ｨ*�.�,h*(*H488���ｸ5x/�.�+ﾘ+�.���

と体積の変わり ��靼(+9|ﾘ.�6ﾒﾃ%��,ﾃfv��亊hﾅx*ｨ*(,(,X.�ﾋ�5�.��唸��2ﾔ(�｢�ｹ��ﾉZ�,ﾉ��ﾞﾈ�Uﾂ�

方の関係を謁ペる算 数的活動を通して､ 変わり方のきまりを �,h��,ﾉ�ﾉ��/�ｸ�-�.停��,ﾉ|ﾘ�(ｦﾘ*�-�.h*H,h+X+ﾒ�.�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.停���&ﾘ�騫ﾘ���｢�

く課題)表にしたり､式にしたりして ���7.1ヽヽ の3つを関連させて考 

見つけ､体積が分か っているときの高さ を求めることができ 香. 兔�.ﾘ.雲ｸ,ﾈ*ｸ-ﾈ.�/�-ﾘ,(*�.h*B��劍*h+8+�.�+ﾘ-�,唏跖-��,ﾘ耳�,儷ﾈ/�hH-�,H*"�

2,高さを〇m､体積を△耶3として､関係 を式で表す○ 劔<｡きまりを見付けさ せるために､表の高さ 

5×6×〇三△ 劔1αnを規準に2倍,3 

3.高さと体積の関係を表にして､変化の 凾ｾてと横の長さが一定 剩{を矢印で示し､その 
きまりをみつける. 凾ﾌ直方体では､高さが 剋桙ﾌ体積の変化に気づ 
4,全体交流で高さを2倍.3倍-.としだ �2倍.3億..,になると､ ��乃ヽせる. 

との積の変わのりをはつ 剞ﾓも2告.30-に ��【B-A】 いつでも言えるかを確 
りさせる. 5.■練習間暴勇を解く∧ 凾ﾈることが分かる. 【発展】 

《まとめ》高さが2ー音.3倍...と変わ 劔かめるために､別の形 
ると､体積も2億.3億-と変わる. 剔ﾌ積が分かっていると 凾ﾌ直方体でも変化や対 
また､直方体の体積とだてと癌の長さ 凾ｳの高さを求めたり､ 刮桙ﾌきまりを喜局べるよ 
が分かれば､体積÷(たて+横)で､ 剳¥にない高さの体積を 凾､助言する｡ 
高さが戒められることが分かる. 刹≠ﾟたりする問題に召 兌b�
6.自己評価 凾闡gむ. 
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本時のねらい 偃Xﾘ�ｧx�>�vR�儷ﾘ廁ｴｸ���倡y;�鉅�����

ー◎ 【大きな体積の単位】 mを単位とする直方 ����儷ﾈﾋｲ顏謁ﾘ�｢�牝2ﾔ%ﾒ��ﾓ8,ﾉzy_ｹ�ﾈ/�ﾞﾈ,�,B��X*ｸ+8/���ｫH+x.停���(耳痔��｢�6�,fﾘ*ｨﾚﾈﾝﾘ+X,H*(.����

.5諾意fgfoS&mD碧凱臣説m 
1.即の学習を生かしで.5m 

体の体積を求める算 �4ﾆ�ゴ���#��,ﾈ�,X.�ｸ�-�.x.ｨ.�*ｪI�H*｢�
数的活動を通して､ mを単位とするよう な大きいものの体積 ��X*ｸ*ﾘ,�.�+�,h*ｩZｨ*�.��ｲ�

く課題)辺の長さがmの立体の 
は､面積を求めると 書のように､もとと なる単位を変えて求 ��ﾉ��,ﾈｸ�-�ｸ/�ﾖﾊH*h.h*H�ｲ�木/�ｧx肩,h+x.�.h*B�,��X*ｸ*(.�,ﾈ,ﾉ�ﾉ��/�B��]8*｣�ﾘ,ﾉzy_ｹ�ﾈ/���,h*ｸ.�I%�肩/�+ｸ.ｸ5��,Hﾇh螽+x.ｨ,�.h*(+�,b�,亢8,(*ｺHﾖﾈ*i_ｸ/����

2,m1ではなく､もとにする学位を変えて 
めればよいことに気 从�-�.�+�,h,ﾘ,X*ｸ,�*(*俟ﾈ*h.停��%�肩,h+X,Hｸ�-�.�+�,b�冖�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ��價ﾙ5x�｢�ｻ8�.(8��ｸ4�5�7��ｸ5��,�,y�x,ﾈ��.�,ﾉ+x+8/��
つき､1辺が1mの �2��]8*｣�ﾘ,ﾉzy_ｹ�ﾈ/�.�,h,俟ﾈ*h.ｨ,���*ｨ,X*ｸ.停�
立方体を単位として �.h*(+�,h,亢8,(*ﾒ��
体積を求めればよい ーことを理解すること 釘ﾃ�]8*｣�ﾘ,ﾉzy_ｹ�ﾈ/�.�,h,h+x.�,b�8�綛��(,Xｸ�-ﾈ.�+�,h*ｩZｨ*�.蟹9ｨ*b���亊i�2闕9w粨���I7��｢�

ができる｡ �,ﾈｦﾙDh/�+x.�<､��3�ﾓ2ﾒ���X*ｸ,�%�肩,ﾉ�ﾉ��/�ｸ��-�.h*H,jH�9w�4�,仆2��,�,x,ﾉ+x+8/��ｨ.乖��
《まとめ》大きいものの体積は､1辺 が1mの立方体の体積のいくつ分で 

表せばよいn 剴ｮに取り組み､仲間と 積極的に交流すること ができる. 剔ｪって､体積を1m3を もとに求める. 
5,練習問題を解く. 6_,教室など身の回りの長さを測って､. 1m3をもとに体積を調べてみる. 7.自己評価 

I.?I 【大きな休積の学位】 ��ｹn)�Y�8�ﾃ�ﾓ8,ﾘ嶷ﾓ�8*�+(-x.h*C������Xﾈ)4�,椅ﾈ*i_ｸ�｢��ﾓ3ﾓ�������C�8,ﾈｭb�ﾅx/�-ﾘ,(*�+�+xｨ�:�,ﾂ����2ﾔ(�｢��ﾒ�ｩ]2�,ﾉ(h,���6ﾘ*ｨ*(*ﾘ,)?ﾈ,�,H*(.����
1∴調べ方を見通し､1m3の中に1m13が いくつ分つまるかを調べればよいことが 

1m3は伺oT13か考え 兒ｩ|ﾘ�(.����(h,ZFﾓ8,ﾉ(h,��6ﾓ2�*ｨ*(*ﾘ,)Zｨ*�.�*�/�ﾇb�凾ｩを1mものさしで確 かめ既習の公式を利 
る算数的活動を通し て1m=1000¶ �*ﾘ攣�ｓ�6ﾓ8*ｨ*(*ﾘ,)Zｨ,(-ﾈ.�*�/�� 迭�螽*�.xﾖﾈ*h.�+�,h*ｨ,R�凵R 用することに気づかせ 

の学位換算の必要性 に気つき､体積の単 位に置き換えて1m8 と1cn3の大きさの関 係を理解することが �-ﾘ,(*�.兩ｹd�/�ﾖﾈ*h.h*B���*ｸ.停��儷ﾈﾋｲ顏謁ﾘ�｢�]8,ﾉ+x+8*ｨ揵�H,YUﾈ+2�.ｨ,H*(.凛y�ﾈ,ﾉ�ﾉ��/�B��ﾉ��,ﾈﾏh�/�諄*H,Hｸ��-�.�+�,h*ｨ,X*ｸ.停�凾�. 【B-A】 小数で表してあつても 単位をそろえればよい ことに気つき､m3､耶 3それぞれの学位で求め た害えを比べて､模型 などを使って説明する ことができる. 【発展】 学位をそろえてから計 算しなければならない 練習問題を解く○ 

2,だて.横,高さそれぞれに10-0個ず つ地ぶから100×100×100になると考える 3,1m=100耶を使って､立方体の体 

でき､小数で表され ているときも､体積 の求積公式を使って ���/�ｸ�-�.佰h�/�.�,h,俟ﾈ*h.���Bﾃ���iﾈﾌ(,(-ﾈ.�+�,h/�yﾘ��+x.��ｲ�Rﾃ�ﾓ8,ﾉzy_ｹ�ﾈ,c�6��,ﾉ�X*ｸ+8/�NH-r�

求めることができる. �.�<｢�
《まとめ》単位を変えて体積の公式を 使えば､1m3=100000qnaであるこ と分かる○ 

6.辺の長さが小野で表されている練習問 題を解くo (cm3日50X200X80=2400000A.2400QOOqn3 (m3)1.5X2XO.8=2;4A.2.,4m3 7,答えの学位が異なつても表す体積が等 しいことを確認する. 8.練習問題を解く○ 9,自己評価 

t=8) ��ｹn)���ﾃ�]8*｣���h,ﾉzy_ｹ�ﾈ,ﾉ�ﾉ���凵y教学的な考え方】 1lの立方体に1cm3の 立方休が何個入るかや､ 凵yC-B】 1cm3の立方体を並べた り､1lの入れ物を作つ 亦��"��ﾒ�

【水の体積】 �,ﾓ�ﾈ,X+t��ｸﾈ詛6ﾓ8,X+X.X,$"�ﾆﾂﾘ,ﾉzy_ｹ�ﾈ,ﾈ-ﾈ+x,c�6ﾓ8,ﾉzy_ｹ�ﾈ/��

1lは何cm3か考える 儂H-x,Hﾊ�,ｨ+X/�.�,(�ｲ��1m3の中に1tが同値 入るかを公式から考え 凾ﾄ池ベることで､視覚 的に大きさを捉えな力 
算数的活動を通して､ 体積の単位に関連し て1l=1000cm3､1 �*ﾘ攣�ｓ�ﾈ*ｩ:�6ﾖ�,�,�.�*��ｸ�-�.兩ｹd�/�ﾖﾈ*h.h*Bﾂ�凾驍ｱとができる. 【知識.理解】 実際の大きさをつかん だ上で,1l=1000cm3 であることが分かる. 凾軅､公式を利用するこ とに気つかせる○ 

m3=1000lの大きさ の関係とを理解.する ことができる○ �)?��7&�8,ﾉzy_ｹ�ﾈ*ｨ自]8,�*(*ﾘ,)?ﾈ.�*丿ﾒ�*�-ⅸﾇh螽,�,x,Y+(-x.���2��6ﾓ8,ﾉzy_ｹ�ﾈ,ﾈﾌ)�H,ﾚC��������,X*��.�+�,h*�.zC�ﾃﾓ����6ﾓ8/�yﾘ��+r�.��ｲ�Bﾃ��ｹ?ﾈ.�?ﾈ.ｩZ�/�ﾞﾈ.��X/�?ﾈ.ｨ,H-ﾘ.停�Rﾃ�ﾕ�8,ﾘ嶷X*�/�ﾞﾈ,�+ﾙ?ﾈ.ｩZ�/�ｸ87�,���.xﾜ�-x.�<｢��8-ﾈ,h-��Hﾏh�,�9h,H,ﾘ-�,Hﾖﾈ*h.�,b���ﾃﾓ����6ﾓ:C�ﾓ3ﾓ����8,X*��+�*ｨ*�.停�bﾉ�ｸ�n)��/���*ﾘ�ｲ�r韭侘蔚ﾘ幵�劔【B-A】 1l=1000cm3と1m8= 100000cm3という関係力 らも､1m''=1000lで ,あることを説明するこ とができる. 【発展】 立方休の組み合わせ汗 のものも考えさせる○ 
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t'9) 【水の体積】 忠n)���ﾉ��,ﾈ.h*H,井��ﾂ�+ｸ*H*ｨ*�.�-ﾈ+r�+��x�+ｸ*H,�,ﾚH*�.h+ｸ嶬�,ﾉ�X*ｩ?ﾈ.�,X+X.X*B� 幡F����R�ｨ姪ﾓ､停��【表醜.処理】 浴そうなどを､直方体 や立方体と見ることに ���2ﾔ(�｢�,h,ﾉYIZｨ*ｨ+�,JH��B�ﾘ(+8,�,�.�,ﾈ*�/�ｦﾙDb�

浴そうなとの概形を とらえ､直方体や立 方体と見て､公式を 劔よって公式を利用し､ qn3､1､m3それぞれの 学位で休榛を求めるこ �+ZHｸ���h�,�*�,H,ﾒ�-�.��ｲ���"ﾔ��｢�ｯ做ｸ,ﾈｧx肩ｭhﾅxﾛhﾈｸ-��,(*�,I�ﾉ��,ﾈｧx肩/�ﾖﾂ�*jI��k�+x.�+�,h*ｨ,R�*ｸ.��ｲ��價ﾙ5x�｢��X,ﾉ(h,�.�,ﾈ/�?ﾈ.ｨ+ﾒ�鳧,ﾈﾘ(+8,ﾈ�8精Zｨ/�ｸ��-�.冢)��/���OX+x.��ｲ�
1,内のりを唾万体として見ると､求積公 式が使えそうだという見通しをもちおよ 

適用し､およその体 積をcm3､t､m3それ- それの学位で求める �+ｸ,ﾉ�ﾉ��/�,h.x*h.停�凾ﾆができる. 

(課題)学位をIに直して､ �(り Ot 

ことができる. �*�.h+ｸ,ﾉ�ﾉ��/�ｸ�-�.h,���

2,求積公式にあてはめ､計算する一 60X120X50=360000A,360000cFn3 3.1e=1000cm3を使って､単位(cm3) に直す.360000m3=360I A.およそ3 

《まとめ》水の体積は､■公式を使って m3で茶えを,+.してから_lにIBす凸 

4.練習問題を解く. 5.自己評価 

@ 【水の体積】 ��凵y関心.意欲.態度】 ���2ﾔ(�｢�〔問題〕ランドセルや幸などの 剏Z を確 えら 本積 
およその体ほを調べよう8 劔�x,ﾈ��.�,ﾈ*(.ｸ*(.ｸ,��.�,ﾈ,ﾉ�ﾉ��/�I��/�,R�およその求め方につい て既習学習コーナーを 

1直体として概形をらえ､休積 

求積公式を適用して､ ���.�.�/�+x.停�刹≠ﾟようとすることが できる ��ﾘ*�.停�
身の回りにあるいろ いろ.なもののおよそ 宙攣�ｙ�x,ﾈ��.�,ﾈ.�-�,ﾉ�ﾉ��/�Hﾊ��凵y表現.処理】 ���(自6ﾄ��｢�Z�ﾘyzy�ﾈ,ﾈｧx�/��ｨｴ��+8+唔+ﾉ_ｹ�ﾈ,h+X,Hﾊ��.�+�,h*ｨ,X*ｸ.兀IZｨ,��Zｨ*�,Hﾖﾈ*h.�,jH.h.��

の体積を測定するこ ���.�.�/�+X+ﾘﾎ8,唔�ﾈ*ﾒ粨ｬ�%�,停�
とができる.. ��8ｦﾘ,从�-�.h*B褪�

2m学位の数値を四捨五入すること 
認する○(電卓使用) 3.ペアで直方体や立方体としてとら 劍*(.ｸ*(.ｸ,越y�ﾈ,ﾉ�ﾉ���/��8ｦﾘ,从�-�.�+�,h*｢�正確であることを助言 する. 

れるものを見つけて､個々に実測し を求める○ 4.体積を求めたものの交流をするh 劍,X*ｸ.停�【発展】 変形した形や立体の郡 

《まとめ》 すべてのTT体には体糟がある_ 5,自己評価 劔分に分かれるものにつ いてについても調べる. 

⑩.⑫ ��ﾈ齪ﾌ蔚ﾘ廈Bx齪ﾌ�����,�.h.海(,(,ﾈ擺�凵y表現.処理】 ���2ﾔ(�｢�
【練習.まとめ】 ��噂ｨ5(�ｸ5�,兒ｨ*�.ｨ,Hｧx�/���-�.�+�,b�凾｢ろいろな立休の体積 �7H8ﾘ6(4�/���OX+ZC��

を知る 劍/�I�8+X*ﾙ�8ｦﾘ,从�-��cm3がいくつ分かを数ス 

単元におけ季基曝. 基本を確かにしたり､ 粕�*ﾘ攣�な躪ｭiGｩ��-�.h*H�ｲ�凾驍ｱとができる. �+8+�.鑓-ﾈ+ﾚH+ﾘ,JB���Hﾘ(+8/��ﾙ(h,傚�*ｲ�ﾙ�-韈y;�.(,x+�/�+ﾉ_ｲ�

発展的な問題に取り 組み数学的な考え ��舒馮ｸ5(�ｸ5��｢�【発展コ⊥ス】 劔I"��ﾈ,h+X,I��*h+ﾘ,ﾈ*�/�B�
一ヽ 万をより深めること �"��ﾉ��,ﾚC�]8*｢�2,石などの複雑な 劔��k�+8+�.�+�,h,ZH齟�

ができる. く学習形態) ���C�,ﾉzy_ｹ�ﾈ*ｨ*"�*ﾘ,)Zｨ,(-�.x.ｨ.��*�/�ﾖﾈ*h.�+�,h*｢�ｮ馮ｸ,X*�.�+�,h/��*�+8*ﾘ.x-h/�,ｨ+R�,Hｦﾘ*�-�.停�2ﾉ+ﾉ_ｹ�ﾈ.)zy_ｹ�ﾂ�,ﾉ�ﾉ��/�ｸ�-�.从��形の休積の求め方 を考える. 3.展開図から体積 を求める方法を考 える.- 4.いろいろな複合 劍ﾌ亜�ﾈ�,佰ﾈ*�.ﾘ+�.����價ﾙ5x�｢�Z�ﾘy�ﾘﾆ�,ﾉ�ﾉ��,ﾈｸ�-��_ｸ/�+8.x,價ﾙ5y4�,俯｢�

める練習をする. 凛xｷ�,ﾉ�ﾉ��/��求め 凾ｦることのできる問題 
4.複合立体の体積 �.�ｸ�n)��,��挑戦 凾�vリントで準備する. 

習熟度別集団 唸,ﾈｸ�-�ｸ/�ｦﾘ*�-��ｸ�-�.�ｸ�/�+x.��R韭侘蔚ﾘ幵�する○ 5,自己評価 劍-ﾈ+ﾚH髯;h,ﾈ齪ﾞﾉn)���/�ﾏ�zﾈ+8+�.停�
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